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　臨床では，がん医療においてはStage分類，心疾患においてはNYHA（New York

Heart Association functional classiPcation）分類などが用いられ，患者の重症度

を評価しています。疾患の重症度を評価するこれらの指標はガイドラインに用いら
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れ，アルゴリズムによって推奨される治療方法の決定に役立てられます。一方で，

緩和ケアに焦点を当てると，すべての患者の疾患の重症度が一概に高く，常に緩和

ケアの医療的介入やケアが必要となるわけではありません。症状が良くなったり悪

くなったりを繰り返し，それに伴い医療的介入の程度が多くなったり少なくなった

りし，最終的には看取りがあります。
　オーストラリアでは，このような緩和ケアの提供における患者の緩和ケアの段階

（フェーズ）をPhase of Illness（PoI）という尺度を用いて評価し，医療費と医療

資源を効果的に活用しケアを行っていくという国主体のプロジェクトが実施されて

います 。１）
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　PoIとは表１に示したように，安定期・不安定期・増悪期・死亡直前期・死別期の

５つのフェ ーズの説明に沿って，日々医療者が評価します。注意しなければならな

いのは，必ずしも安定期から不安定期，増悪期と順に経過していくわけではないと

いうことです。例えば，患者の疼痛が強く，すぐに薬剤調整などの介入が必要で

あった場合には不安定期と評価されますが，症状コントロールができ症状苦痛が緩

和できたのであれば安定期と評価でき，またその逆も然りです。このように，安定

期・不安定期・増悪期・死亡直前期のどのフェーズであっても，他のフェーズに推

移する可能性があります。このPoIを用いた研究はオーストラリアを中心にイギリス

【第63回】緩和ケア病棟入院時における緩和ケアの病期（P... file:///Volumes/nissoken_web/www.nissoken.com/jyohoshi/el/rens...

3 / 7 2024/11/12 17:39



やドイツなどに広がりを見せており，PoIと共に身体機能や症状苦痛などの緩和ケア

における臨床データを定期的に収集し，分析，フィードバックを行い，ケアの質向
上に取り組んでいます。

　今回は，日本の緩和ケア病棟23施設で実施されたEASEDと呼ばれるプロジェクト

の一つで，Phase of Illnessという尺度を用いて日本における緩和ケア病棟入院

時の患者の状況を分析した論文を紹介します。

　まず，患者背景を表２に示します。

２）
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研究の対象患者は1,894人でした。緩和ケア病棟入院時のPoIは，安定期177人

（9.3％），不安定期579人（30.6％），増悪期921人（48.6％），死亡直前217人

（11.5％）でした。最も多かった増悪期というのは、表１によると，緩和ケアを受

けていながらも症状や全身状態が徐々に悪化してきており，ケアプランの定期的な

見直しが必要な患者です。

　次に図２を見てください。

PoIの各フェーズによる，患者の全身状態をスコア化したKarnofsky Performance

Status（ KPS）と症状苦痛の程度を０（全くない）から４（とてもつらい）とスコ

ア化したIntegrated Palliative care Outcomes Scale（IPOS） の結果を示していま

す。KPSは安定期で平均51.8と最も高く，死亡直前期で平均16.7と最も低くなりまし

た（ｐ＜0.001）。また、緩和ケア病棟入院時における患者の症状苦痛は安定期に低

く，死亡直前期に症状苦痛の程度が高い結果となりました。特に死亡直前期におい

ては，疼痛や呼吸苦，倦怠感などの症状の重症度は，他のフェーズに比べて有意に
高い結果となりました（ｐ＜0.001）。

　本研究によって，死亡直前期の患者は安定期，不安定期，増悪期の患者と比べて

症状の苦痛が最も大きかったことが分かりました。一方，イギリスの在宅緩和ケア

サービスを中心に行われたMatherらの調査では，緩和ケア介入時のPoIは不安定期

の患者が最も多く，症状苦痛も不安定期が高かったと報告しています 。この結果３）
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の違いには，国による緩和ケアの認識や提供方法の違いなど多くの要因が考えられ

ます。しかし，患者のPoIを評価することは緩和ケアニーズをとらえることにつなが

り，医療者が適切な時期に適切なケアを提供するのに役立つと考えられます。さら

に，PoIの不安定期から安定期へのフェーズの変化をとらえることは，医療者にとっ

ても緩和ケアの効果を実感できる一つの指標となると示されています。

　今後，日本において緩和ケアが提供される場のPhase of Illnessを継続的に測定す

ることは，患者と共に医療者も緩和ケアのタイミングを逃さず，適切な緩和ケアに

つながる目安の一つになるかもしれません。
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